
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

能登半島震災に伴い、1月16日から1月31日まで支援物資の提供を町から呼びかけ募集し、野木町ボ

ランティア支援サンタ―「きらり館」で受け付けました。その結果 下着類（約 600 着）、レトルト食品、

インスタント食品（具だくさんの味噌汁、野菜スープ等）、缶詰、野菜ジュース、長期保存食等が集まりま

した。 

2 月 11 日（日）に、被災地支援出発式を町役場で行い、ボランティア 8 名、高伸物流（株）が、被災

地支援のため石川県珠洲市に、３ｔトラックとワゴン車各１台で向かいました。 

ボランティア団体・支援者・各関係機関の皆様のご協力いただき、誠にありがとうございます。 

 

 

 

 

 

 

 

 １月２８日（日）９時３０分からホフマン館研修室

で、押し花ハッピーワールド代表秋元弘美さんが講師と

なり、ホフマン館の押し花などを使って、キーホルダー

とメッセージカードのオンリーワンの作品作りに挑戦し

ました。参加者は12人。 

 最初にキーホルダーをつくりました。キーホルダーは一面目と裏面の 2 つの表情が楽しめて、持つ喜び

や思い出を感じさせるアクセサリーになります。次にメッセージカードを作りました。お祝いの言葉、お

誕生日、お手紙としても使えます。参加者の皆さん、それぞれのスタイルや好みをさりげなく演出して、

作品作りに集中していました。講師の秋元さんは、参加者に常に寄り添い作品の良い所をほめてくれるの

で、会場はとても和やかな雰囲気の場となり、すばらしい作品が出来上がりました。（取材担当 谷津） 

 

 

 

 

 

 

町役場で出発式 被災地へ向かう８人 トラックへ積込 

参加者の皆さん 作品作りに集中 

メッセージカード キーホルダー 

講師からアドバイス 

 

 

『野木の思い出写真展・昔

と今』を訪れた際に、コーヒー

を飲んで、くつろぎのゆったり 

したひと時を過ごしませんか。 

【日時】３月９日(土)9:０0～1２:００ 

【場所】きらり館 第 2会議室 

町民の皆様に、きらり館を気兼ねな

く利用していただけるよう、憩いの場

として街角カフェを開きます。参加す

るのに事前申し込みはいりません。コ

ーヒーは無料です。ぜひ、お寄りくださ

い。（セルフです） 

野木町ボランティア支援センター情報誌  令和６年３月第15４号 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 町広報に掲載中の「野木思い出写真館」は懐かしい写真の数々で思 

い出がよみがえってきます。掲載された写真20点を選び、今の風景 

を振り返る写真展を開催します。皆様のご来館をお待ちしています。 

【日時】3月9日（土）～31日（日）9時～16時 月曜日休館日 

【場所】きらり館 きらり展示館 

※先着50名様に記念品を配布します。 

展示作品は松本圭司さん編集 

【費用】無料（自由に見学できます） 

【問合】きらり館 ℡0280-23-1231 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

 

 のぎ・歴史を歩こう会企画による5回シリーズ『江戸城めぐり 内・外濠、本丸攻め』の後半第4回・第5回

の募集案内です。今回は、東京駅を起点に、第4回では内濠をめぐり、最終回の5回目で江戸城本丸を目指しま

す。奮ってご参加ください。 
 

 開 催 日 内   容 

第４回 ４月 20日（土） 東京駅を起点とした「うち濠めぐり」 歩行距離約7㎞ 歩行時間2時間30分 

第５回 ５月 18日（土） 東京駅を起点とした「本丸攻め」 歩行距離約 4.8 ㎞ 歩行時間1時間30分 
 

【集合場所】各回とも野木駅改札口   【集合時刻】各回とも午前8時10分  

【 定 員 】先着15名        【企画内容問合】のぎ・歴史を歩こう会 関根 0280-57-9631 

【対象者】町内・近隣市町 

【参加費】1,000円（1回の保険料・資料代）※当日徴収 

（電車賃、昼食代等は含まれていません。各自ご負担ください） 

【 講 師 】関根 秋雄（のぎ・歴史を歩こう会 会長） 

【申込期日】4月6日（土）～4月13日（土） 

【申込先】きらり館 ℡0280-23-1231  

☆ 小雨決行 13時頃現地で解散。午後は自由参加の企画あり。保険証、筆記用具持参のこと。 

野木町ボランティア支援センター 

きらり館 

 

 

 URL https://www.town.nogi.lg.jp/ 

メール kirarikan@pearl.ocn.ne.jp 

 

 

 

メ ー ル 

kirarikan@pearl.ocn.ne.jo 

 

 

 

〒329-0101 野木町大字友沼４９３０－１ 

☆  

☆  

 

ｔｅｌ 0280-23-1231  fax 0280-23-1232 

 

☆  

 

★開 館 時 間  火～土 ９：００～１７：１５ 

          日・祝 ９：００～１７：００ 

★ 休 館 日  月曜日・年末年始 

◆置いてある場所◆野木町役場（入口）、図書館、公民館、ホフマン館 

エニスホール、ホープ館、ひまわり館、野木駅など 

 

野木駅開設［1963.2］ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

野木の思い出写真展が3月９日から行われます。

懐かしい写真の数々と、旧野木町役場の蔵であった

レンガ作りの「きらり展示館」の雰囲気が絶妙にマ

ッチしています。ぜひおいでください。（谷津） 

 

 

 

【日時】3月１6日（土）11時～1３時 

【場所】憩いの家 卯（うさぎ）の里 

 野木駅西口「クスリのアオキ」東側へ1分 

【提供物】手打ちそば、うどん 

【参加費】子ども100円 大人 300円 

【主催】憩いの家 卯の里 

【問合せ】野田☎090-3048-6773 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★２月末現在の登録 

団体 83 

個人 3１ 

災害 49 

★来館者 

来 館 ４７９人 

２月の来館者 至小山 

至古河 
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至小山 
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のぎ 
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大橋 
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● ＪＲ野木駅より徒歩１５分 

 

 

 

こどもからおとなまで、地域の食堂・居場所です 

【日 時】3月 15日（金）17時～19時 

【場 所】野木町ボランティア支援センターきらり館 

【提供物】カレーライス（飲み物付） 

【参加費】中学生以下100円 大人 300円 

【主 催】ほっと♡ステーション 

【問合せ】きらり館☎0280-23-1231 

 

子育て中のパパママ集まれ！ 
【日時・場所】10時～12時 

3月 18日（月）新橋児童館 

3月 11日（月）あかつか児童センター 

【主催】子育てサロンボランティアえくぼ 

【問合せ】新橋児童館☎0280-57-9155 

あかつか児童センター☎0280-54-1440 

 

 

 

【日時】3月11日（月）11時～12時 

【場所】野木町役場内 公民館 幼児室 

【参加費】無料  

【主催】野木町ラジオ体操愛好会 

【指導者】野田光典  

全国ラジオ体操連盟公認1級指導士 

【問合せ】野田☎090-3048-6773 

 

 

 

迎賓館赤坂離宮本館・庭園見学＆明治外

苑、新宿御苑の桜を見る 

【日時】3月26日（火）野木駅８時10分集合 

野木駅発8時35分 帰着駅野木16時 30分頃 

【主催】気楽に歩こう会 

【問合せ】斎藤080-1083-6010 

 

 

 

～好きな作品について話し合いましょう～ 

【日時】3月10日（日）13時 30分～15時 

【場所】野木町立図書館2階研修室 

【申込】不要 【参加費】無料 

【主催】読書のまちづくり応援団 

【問合せ】松澤℡090-7730-1966 

 

 

 

まちづくりやボランティア活動を学び地域デビューすることを目的とした、きらり大楽院「令和５年度地

域デビュー講座」、今回は第1回・第２回講座の様子をお伝えします。（取材担当 谷津） 

 

 

第1回は、きらり館で、エコな身近な材料で作る「エ

コ楽おもちゃ作り ミニ花かごと大将かぶとをつくろう」

です。この講座を通してＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）

への意識を高めます。講師は、エコ楽代表の田部井一男

さんです。 

 最初にミニ花かご作りです。材料は、ヨーグルトなどが入っていた紙パックを再利用します。紙パック

に縦に 9 か所切り込みを入れて、そこに毛糸を編みいれていきます。１０分くらい作業を行うと、だんだ

ん編み込みのコツがつかめます。単純な作業ですが、完成まで１時間くらいかかります。 

 次は、折り紙をつかって大将かぶと作りです。定番のかぶとをまず作ります。かぶとをさらにかっこよ

くするために、折り紙をもう一枚使ってかぶとの下に飾りをつけ足します。折り方が難しいので、講師か

ら折り方をゆっくり教わり、時には、手伝ってもらい折っていきます。出来上がると、そのかぶとを、プ

ラスチック製のケーキの空き容器に入れて完成です。完成品を見て、みなさん大満足の笑顔がこぼれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前半は、講師に町社会福祉協議会職員 柳田さんを招いて『「野木町の

災害」と災害ボランティアセンターの役割』について学習しました。 

最初に災害ボランティアセンターの役割を学び、次いで映像を見ながら

令和５年７月 10 日の野木町の大雨・突風による被害状況を確認しました。

そして町の災害ボランティアセンターの設置から閉所までの一連のながれ

を見ていきました。最後に県境四市町社会福祉協議会災害時相互応援協定

について学びました。 

後半は、のぎネット代表 浜田さんを講師にして『公害の原点田中正造

翁に学ぶ』の学習と「鉱毒に追われての」のビデオ鑑賞をしました。「鉱

毒に追われて」は、旧谷中村などから北海道佐呂間に渡った人たちの苦難

や望郷へ思い、故郷の栃木に帰郷するまでの道のりが、小山市の版画家小

口一郎（1914～79年）の版画作品によって描かれています。 

第3回（2月28日）は、実際にバスで田中正造翁の足跡を巡ります。 

ミニ花かご 

ビデオ鑑賞 

災害ボランティアについて 

作品を持って記念撮影 かぶとの折り紙 毛糸の編みこみ 

大将かぶと 


